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【事業要綱】

1． 事業実施に至る背景
一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）は郷土長岡の発展を志し、JC活動を展開しております。しかし昨今の長岡JCにおいて、世代や入会年度に関わらず、考え方や価値観、JC活動に対する姿勢の違いを感じます。今後も夢あふれる社会の創造に向け、組織として成長するためには、メンバーの心を一つにし、JAYCEEとして自信と誇りを持つことが必要であると考えます。

２．事業目的（対外）
　　なし

３．事業目的（対内）
本トレーニングセミナーにおいて、メンバー一人ひとりがコミュニケーションを通してお互いを理解し、かけがえのない存在であることを認め合うことで、JAYCEEとして自信と誇りを持ち、自ら率先して行動できる人財となることを目的と致します。


４．事業の対象者
（１）対外対象者：なし
（２）対内対象者：長岡JCメンバー全員

【事業概要】
１．実施日時
（１）実施日：　平成26年9月23日（火）
（２）実施時間：13：00～19：00
（３）設営時間：11：00～19：15

２．実施会場
（1）会場名：株式会社 青善　会場図
          　 〒940-0071
             新潟県長岡市表町4-3-9

３．参加員数結果報告並びに参加推進計画検証
（１）参加推進方法についての検証
対内対象者
　例会、各委員会等でPRや個別にお声がけさせていただき100名以上の参加を目指しましたが、若干下回ってしまいました。
　
検証
　延期した部分から多少、熱意を込めてPR出来なかったことが目標数に届かなかった原因だったと思います。メンバーが参加したくなるようなメルマガやPRする為の準備をしっかりと行うことが必要でありました。

（２）対外対象者
　なし

（３）対内対象者
長岡JCメンバー173人（平成26年08月20日現在）対して、92名　出欠表

４．外部協力者（協力種別）
① 冨田 千鶴 トレーナー　公益社団法人　柏 青年会議所　講師選定理由
② 和田 真紀子 アシスタントトレーナー　一般社団法人　新潟 青年会議所
③ 梅田 高嗣 アシスタントトレーナー　公益社団法人　海老名 青年会議所
 
　５．引用著作物の有無
　　　なし
６．実施組織
【事前役割】新入会員追加
	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	山崎嘉平太委員長

	統括責任者補佐
	渡部総一郎副委員長・杉本良輔副委員長

	チーフ
	渡邉雄也

	サブチーフ
	佐藤英次・田村一貴

	会計
	渡辺雄也

	全体・運営・進行管理
	◎諸橋和彦運営幹事・佐藤英次

	備品準備班
	◎野上将司・渡邉辰太郎・委員会メンバー

	案内配信・出席集計
	◎諸橋和彦運営幹事・渡邉雄也

	PR募集班
	◎丸山裕・北原潤一・委員会メンバー

	会場確認
	◎渡邉雄也・委員会メンバー

	設営準備
	◎西山和里・竹中進介・吉原章一・委員会メンバー

	資料作成
	◎小森葉子・竹田義将・委員会メンバー

	シナリオ作成
	◎渡部総一郎副委員長・杉本良輔副委員長

	講師事前打合せ
	山崎嘉平太委員長・渡邉雄也


※担当リーダー：◎

【当日役割】
	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	山崎嘉平太委員長

	統括責任者補佐
	渡部総一郎副委員長・杉本良輔副委員長

	司会
	渡部総一郎副委員長

	チーフ
	渡邉雄也

	サブチーフ
	佐藤英次・田村一貴

	受付
	◎渡邉雄也・渡邉辰太郎・吉原章一

	会場設営班
	◎丸山裕・竹中進介・委員会メンバー

	備品班
	◎野上将司・竹田義将・委員会メンバー

	記録班
	◎小森葉子・諸橋和彦運営幹事・委員会メンバー

	講師アテンド
	LOMスタッフ・委員会スタッフ

	COMCOM補佐
	委員会メンバー

	コーディネーター
	杉本良輔副委員長・諸橋和彦運営幹事・渡邉雄也・
西山和里・佐藤英次・小森葉子・野上将司・北原潤一

	長岡JCプログラム進行役
	委員会メンバー

	未来の扉プログラム進行役
	委員会メンバー



７．事業目的達成の検証
(１)事業内容
（１）事業目的に達した点
 　第1部【Community&Communication】
① １部のCOMCOMにおいてコミュニケーションの原理について理解し、より効果的なコ
ミュニケーションの取り方を学んで頂くことが出来ました。特に人は一人ひとり、伝え方や感じ方が違います。メンバーにはそれを理解したうえで、発信することや受信することの大切さを伝えることが出来たと考えております。

 第2部【長岡JCプログラム】
① 新入会員とメンバーが事業を通じて共に携わることでメンバーと新入会員の距離を
縮めることが出来たと思います。
② 世代や入会年度に関わらず、ディスカッションにより距離を縮め、メンバーの相互理解を深め、各自が気づきを得ることが出来たと考えております。
③ 長岡JCプログラムを通してメンバー一人ひとりが長岡青年会議所に入会して良かったことや、悩みを共有し、解決策を出せたことは各自の気づきに繋がったとともに、お互いを認め合うことで長岡JCに所属していることに誇りと感じることが出来ました。

 第3部【未来の扉プログラム】
　① 事業の一環においてお酒を提供し本音を語り合えたことは気づきを得ることが出来たとともにメンバー一人ひとりの距離感を縮めることに繋がりました。
② 3部においてコミュニケーションを取りながら各自がビジョンカードを示せたことは未来に向けての一歩を踏み出せたとともに自尊心の向上に繋がったと考えております。

   【その他】
① しっかりと事前準備、リハーサルを行ったことで当日はスケジュール通りに進行を進めることが出来たと思います。また、講師の変更等もございましたがしっかりと出向き連絡を取っていたため、特に混乱もなく成功に繋がったと考えております。
② 全体を通して新入会員がプレゼンや発言することが出来きたことは長岡JCメンバーとして未来に向かって一歩を踏み出せたと考えております。

（２）事業目的に達しなかった点
[bookmark: _GoBack]　① 2部でのプレゼンテーションでJCの歴史を知って頂くことになっておりましたが、歴史の部分が弱く参加者にしっかりと伝えることが出来ませんでした。
② 2部、3部のグループディスカッションにおいてテーブルによっては馴れ合いとなってしまい真剣に行えず、事業の目的である自尊心の向上が少し弱くなってしまいました。

8.　 　実施上の問題点
（１）予算上の問題点
　　　無し

（２）運営上の問題点
①　2部、3部において多少馴れ合いの部分があり真剣身に欠けた部分がありました。
もっとしっかりと準備を行いコーディネーターの質を上げるべきでありました。
【対策】
対内的な事業であっても長岡JCメンバー以外とコーディネーターの練習をし、質を向上させることが必要であります。
  ②　3部初めは当初の30分は各自のビジョンを考える時間でありましたが最初から料理　　　
　　　が出てしまい、集中力が散漫になってしまいました。しっかりと会場と念入りに打ち合わせをするべきでした。
　　　【対策】
　　　会場の従業員様にもしっかりと趣旨や内容を伝えるとともに、各自イメージをしっかりと持ち、リハーサルをすることが大切です。
　③　動員を100名目指しておりましたが92名で終わってしまいました。各委員会等に出向いてのPRが不足してしまったと感じております。
　　　【対策】
　　　熱意を持って事前から動員を掛けることが大切です。手法としてもメルマガなどを駆使し目的を伝え、参加動員に繋げる必要があります。
　④　急なキャンセルや追加により途中からくるメンバーの対応がおろそかになってしまい誘導等、上手く対応できない部分がございました。
　　　【対策】
　　　チーフを中心に途中参加のメンバーの対応を考える必要があります。いきなり来てもメンバーが対応しチーフに知らせることが出来るように一連の流れを想定し、事前に対応表などを作成しておくことが必要であります。
　
9. 公益・共益の区別及び判断に関わる事項
　　無し

10. 次年度への引継事項
①　当日の急なキャンセルや追加がありますので座席の追加・変更等柔軟に対応してください。
②　トレーニングセミナーにおいては多くのメンバーと行うことが大切であると考えます。直前まで参加者に連絡を取ることで、参加者数の差異を発生することが防げます。
③　講師を迎えての事業においては早目に講師の元に出向きしっかりと内容をすり合わせることが必要であります。その際は長岡JCメンバーとして誇りを持ち対応することが大切であります。
④　セミナーや講演内容に係る備品に関しては講師の確認を取る必要があります。特にサイズなどはしっかりと確認してください。
⑤　リハーサルにおいては当日使用する会場でしっかりと行う必要があります。
⑥　トレーニングセミナーのように大人数で行う事業は早目に会場を抑えておくことが非常に重要であります。

11. 決算総額
　　金43,732円　決算報告書

12. 委員長所見
　　トレーニングセミナー当日に至るまで長く険しい道でありました。佐田理事長から
与えられた命題である自尊心の向上は非常に難しい部分でありました。私の中で人との切り口は間違いなくコミュニケーションから始まることであります。まずはこの部分を切り口に自尊心の向上を目指そうと委員会メンバーと考えさせて頂きました。初めはドミノをやり達成感から自尊心が向上するのではないかと日々、色んな所でドミノを練習したことを思い出します。しかしメンバーの意見の中で、このようなセミナー式に変えた方が良いのではないでしょうかとの意見で思い切って決断させて頂きました。私を含め渡邉雄也チーフを中心に試行錯誤しながらどうにか開催できたことは委員会メンバー一同素晴らしい経験をさせて頂いたと思っております。気づけば委員会メンバーはトレーニングセミナーを構築することで自尊心の向上にも繋がっていたと感じてもおります。理事会やスタッフ会議においてもこの3部作で自尊心の向上はできるのか、色々とご意見をいただきました。私も心配はしておりましたが事業においてお互いが認め合い、メンバー全員がビジョンカードを示せたことは、このトレーニングセミナーを通して目的の達成に繋がったと考えております。しかし自尊心の向上に関して課題もまだ残ってしまいましたがメンバー一人ひとりが今後も自ら目的を持って率先して行動できる人財となることを日々目指して活動して頂ければと考えております。自分自身の誇り、コミュケーション、自尊心をしっかりと持ち活動して頂くことで必ずや自己の成長、まちの発展、仲間づくりに繋がると私は考えております。
最後になりますが開催に至るまでにここまで支えてくれた佐田理事長を始めとするスタ
ッフの皆様、メンバーの皆様に本当に「感謝」をしております。そして渡邉雄也チーフを中心にしっかりと役割を努めて頂いた委員会メンバーに「感謝」を申し上げ委員長所見とさせて頂きます。ありがとうございました。





【使用資料一覧】
1 講師選定理由
2 会場図
3 メンバー向け案内文
4 受益者負担
5 2部・3部レイアウト
6 2部・3部コーディネーター流れ
7 横断幕
8 シナリオ
⑨ ビジョンカード
⑩ プロフィールカード
⑪ 目的達成イメージ

【参考資料】
① 出欠表
② 2部ディスカッション内容
③ 備品リスト
④ 決算報告書



上程スケジュール
第16回委員会			平成26年10月2日
第30回スタッフ会議	　　　　平成26年10月15日ス報１
第19回理事会			平成26年10月22日理報1


【前回までの流れ(意見と対応)】
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